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ＪＰ１の 新トピックス
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11年連続
 

国内トップシェア

日経コンピュータ

 

2008年
第13回

 

顧客満足度調査

 
統合運用管理ツール部門

2年連続！
日経ソリューションビジネス

 

2009年

 
第11回

 

パートナー満足度調査

 
ネットワーク/システム運用管理ソフト部門

運用管理ソフトウェア国内シェア(2007年度)

[出典：富士キメラ総研、2008年10月]

日立　日立　
２７２７..１％１％

Ａ社
２２.８％

Ｂ社
２２.２％

Ｃ社
１０.１％

Ｄ社
６.３％

Ｅ社
４.６％

その他
６.９％

中堅・中小企業においても利用率トップ！

２００７年度もトップシェアを獲得！

 ＪＰ１はシェア２７．１％で引き続き市場を牽引　

（富士キメラ総研などの調査による）　

1位 1位

ＪＰ１の市場評価　～シェア・満足度調査～１．

おかげさまで

を継続中！

中堅・中小企業を対象としたユーザー調査において、
ＪＰ１が利用率 ２６．４％でトップシェアを獲得
[出典：ノークリサーチ

 

「2008年版

 

中堅・中小企業のITアプリケーション利用実態と評価レポート」（2008年9月30日）］
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仮想化によるＩＴ環境の変化

２
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仮想化の市場動向２-１．

出典: IDC Japan's Japan Server Market Virtualization Analysis CY2008.2008/3転載禁止
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アタッチレート：新規出荷x86サーバに対する

 
仮想化ソフトウェア搭載率

国内の仮想化市場は、2007年から普及が加速されている状況

VMwareが今後の仮想化市場の牽引役

国内仮想化ソフトウェア市場売上額予測、

 
2006年～2011年

出典: IDC Japan, 12/2007, http://www.idcjapan.co.jp/Press/Current/20071212Apr.html転載禁止

http://www.idcjapan.co.jp/Press/Current/20071212Apr.html
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- 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

サーバーリソースの有効活用

運用管理の効率化

ハードウェアコストの削減

保守コストの削減

ソフトウェアコストの削減

設置スペースの削減／縮小

CO2削減/エネルギー対策

ユーザーサービスの向上

システムパフォーマンスの向上

システム可用性・稼働率の向上

設備コストの増大防止

ビジネス継続環境の整備

導入時間の削減

ビジネス環境変化／競合激化

その他

導入予定（n = 522） 導入事例（n = 423）

仮想化の導入目的２-２．

サーバリソースの有効活用・運用管理の効率化・コスト削減に期待

出典：

 

IDC Japan, 03/2008 「2008年

 

国内サーバ市場

 

仮想化技術の導入動向調査」

 

（#J8070601）

 

転載禁止
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仮想化の導入メリット２-３．

仮想化によってサーバを集約した場合の効果

コストの削減コストの削減

サーバリソースの有効活用サーバリソースの有効活用

未
使
用

未
使
用まだまだ使えるよ

もったいない

物理サーバ２台 物理サーバ１台
（仮想マシン２台）

リソース使用量 リソース使用量

未使用

物理サーバ２台 物理サーバ１台
（仮想マシン２台）

２台分 １台分

設置スペース/消費電力

 の削減

 

設置スペース/消費電力

 の削減

消
費
電
力

占有スペース

２台分 １台分

（ハードウェアコスト、保守コスト、

 
運用管理コストなど）

 

（ハードウェアコスト、保守コスト、

 
運用管理コストなど）
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VMwareによってサーバ５台を１台に集約した例

５台分を1台分に
リソース効率アップ

２１０万円

 
（ハードウェア＋VMware合計金額）

２/５　に削減５５０万円　（110万円×５台分）ハードウェアコスト

ラック型、2プロセッサーモデルで比較。性能向上数値は全てのアプリケーションに適用されるものではありません。
また、ハードウェア構成により、金額は変更する場合があります。
※1　環境省　温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル　東京電力利用時の係数

２-４．

ハードウェア

ＯＳ

ハードウェア

ＯＳ

ハードウェア

ＯＳ

ハードウェア

ＯＳ

ハードウェア

ＯＳ

例）WMware集約前と後を比較した場合

　・消費電力削減

 

：(1,775Whー559W）×24時間×365日＝10,652kWh/年

　・CO2

 

削減　　　　：10,599,600kWh/年×0.000339(CO2

 

排出係数※1）＝3.6t/年

仮想化導入の数値効果

集約前（サーバ５台） 集約後（サーバ１台）

グリーンＩＴグリーンＩＴ
年間

 

約３.６tの

 ＣＯ２削減!
ＣＯ２排出量 消費電力が減ることによって、ＣＯ２も削減

ＶＭｗａｒｅ

ハードウェア

ＯＳ ＯＳ ＯＳ ＯＳ ＯＳ

使用電力

 

（金額） １/３　に削減 年間

 

約５万５千円年間

 

約１７万５千円

HA8000シリーズ
（旧機種　ｘ５モデル）　５台分 HA8000-es/RS220
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サーバー仮想化技術導入時の想定課題：回答企業数比率

0 10 20 30 40 50 60

その他の課題

投資効率関連の課題④

投資効率関連の課題③

投資効率関連の課題②

投資効率関連の課題①

運用管理関連の課題⑥

運用管理関連の課題⑤

運用管理関連の課題④

運用管理関連の課題③

運用管理関連の課題②

運用管理関連の課題①

互換性関連の課題③

互換性関連の課題②

互換性関連の課題①

性能関連の課題④

性能関連の課題③

性能関連の課題②

性能関連の課題①

信頼性関連の課題

導入予定企業の想定課題（n = 522）

性能関連の課題①

性能関連の課題②

性能関連の課題③

運用管理関連の課題①

運用管理関連の課題②

運用管理関連の課題③

運用管理関連の課題④

運用管理関連の課題⑤

運用管理関連の課題⑥

仮想化導入には多くの効果がある反面、仮想化特有の課題も発生

２-５．仮想化導入における課題

性能関連の課題

運用管理関連の課題

仮想化ソフトウェアと運用管理ソフトウェアの連携が効果的

チューニング

障害対応 バックアップ

お客さまが期待している仮想環境を実現するには

①論理サーバ（仮想マシン）を統合監視／運用ツールで管理できない
②障害発生時に問題の切り分けが迅速に行えない
③管理運用担当者の作業負荷が増す
④物理サーバのハードウェア障害が論理サーバ（仮想マシン）すべて

 
の障害につながるリスクを排除できない

⑤管理運用スケジュールが複雑になる
⑥論理サーバ（仮想マシン）のイメージを統合監視／運用ツールで

 
バックアップできない

①ネットワークの性能が期待通りに出ない
②論理サーバの性能が期待通りに出ない
③サーバリソース（CPUなど）の使用率が上がらない

出典：

 

IDC Japan, 03/2008 
　「2008年

 

国内サーバ市場

 

仮想化技術の導入動向調査」

 

（#J8070601）

 

転載禁止
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ＪＰ１

 
Ｖ８.５ 新版で強化した

仮想環境の運用管理

３
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一方で、

 
こんな課題が

仮想環境の効果と新たな課題３-１．

仮想化の特性を考慮した運用管理が必要

複数の仮想マシンでリソースを共有することによる新たな課題

仮想化により、ＩＴ部門が直面している様々な課題を解決

•サーバリソースの有効活用
•運用管理の効率化
•ハードウェアコストの削減
•保守コストの削減
•ソフトウェアコストの削減
•設置スペースの削減／縮小
•ＣＯ２の削減／エネルギー対策　などコスト削減コスト削減

③バックアップによる負荷が高い

②障害発生時の対応が難しい

①期待通りの性能が出ない

サーバリソースサーバリソース
の有効活用の有効活用

設置スペース設置スペース//
消費電力の削減消費電力の削減

運用管理関連

 の課題

性能関連の課題
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仮想環境における運用管理の課題と要件３-２．

課題③

 バックアップによる負荷が高い

 

課題③

 バックアップによる負荷が高い

仮想環境導入に伴う３つの課題をＪＰ１が解決

課題②

 障害発生時の対応が難しい

 

課題②

 障害発生時の対応が難しい
• 物理サーバと仮想マシンが混在しているため

 
障害発生箇所の特定が難しい

• 障害対処による他の業務への影響有無と

影響範囲がわからない

課題①

 期待通りの性能が出ない

 

課題①

 期待通りの性能が出ない ●仮想マシン/物理サーバを含めた

　正確な稼働状況の把握と

　

 
適切なチューニング支援

●バックアップ負荷を低減する

　

 
効率的なバックアップ運用

●仮想環境での統合監視

●迅速な影響範囲の把握と

 問題箇所の特定

課題解決に必要な要件３つの課題

ＪＰ１が
解決！

• リソース使用率が高く、バックアップ運用を

 
統合できる反面、バックアップ実行が他の

 
仮想マシン上の業務にも影響を与えてしまう

• 仮想マシンの監視だけでは、実態が

 
つかめない
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仮想マシンB 仮想マシンC仮想マシンA

仮想化ソフトウェア

課題①
 

期待通りの性能が出ない３-３．

仮想マシンの監視だけでは、実態がつかめない

仮想マシンAの

 
ＣＰＵ使用率

100

80

60

40

20

仮想マシンＡだけを見ると、
リソースを使い切っているように見える

仮想環境における運用管理の課題と要件

仮想マシンと物理サーバの両面からの監視が重要

物理サーバ

物理リソース全体？

物理物理リソース

しかし、
仮想マシンＡの使用率が高いだけで、
他の仮想マシンの使用率や
物理リソース全体の使用率はわからない

仮
想
環
境

物
理
環
境

仮想マシンＡ 仮想マシンＢ？ 仮想マシンＣ？
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仮想環境のチューニングを支援３-３．

仮想マシンB 仮想マシンC仮想マシンA

仮想化ソフトウェア（VMware）

仮
想
環
境

監視

仮想環境における運用管理の課題と要件

実際に監視してみると、
仮想マシンＢ、Ｃと
物理サーバのリソースには

 余裕があります

つまり、十分に活用できていない、
ということです。

チューニングを行うと･･･

仮想マシン/物理サーバを含めた正確な稼働状況を把握。 適な
リソース配分により、仮想環境の性能を 大限引き出す運用を支援します。

物理サーバ

物理物理リソース

物
理
環
境

物理リソース全体

仮想マシンＡ 仮想マシンＢ 仮想マシンＣ

監視監視 監視

ＪＰ１/ＰＦＭ

100
80
60
40
20

CPU使用率

物理サーバ

CPU使用率

100

80

60

40

20

仮想マシンA 仮想マシンB

100

80

60

40

20

CPU使用率

仮想マシンC

100

80

60

40

20

CPU使用率
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仮想環境のチューニングを支援３-３．
仮想環境における運用管理の課題と要件

チューニングを行って
リソースを十分に活用でき

 るようになりました。

仮想マシンB 仮想マシンC仮想マシンA

仮想化ソフトウェア（VMware）

仮
想
環
境

監視

物理サーバ

物
理
環
境

←リソースの使用状況に合わせて
　 リソース割当量を調整

監視監視 監視

ＪＰ１/ＰＦＭ

仮想マシンＡ 仮想
マシンＢ

仮想

 
マシンＣ

物理リソース全体

物理物理リソース

100
80
60
40
20

CPU使用率

物理サーバ

CPU使用率

100

80

60

40

20

仮想マシンA 仮想マシンB

100

80

60

40

20

CPU使用率

仮想マシンC

100

80

60

40

20

CPU使用率

仮想マシン/物理サーバを含めた正確な稼働状況を把握。 適な
リソース配分により、仮想環境の性能を 大限引き出す運用を支援します。
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３-３．仮想環境の一元監視を実現

「監視→原因究明・分析→対処」のサイクルを継続的に実行することで
仮想環境の運用 適化を実現します。

監視 原因究明・
分析

対処

他の仮想マシンや

 
物理サーバのリソースに

 
余裕・不足がないか確認

仮想マシンと物理サーバ

 
の両方の観点から

 
リソース監視

・仮想マシンの

 
リソース割り当て率の変更

・仮想マシンを

 
他の物理サーバへ移動

・物理リソースを拡張

【対処の例

 

】

物理サーバ1 物理サーバ2

仮
想
環
境

物
理
環
境

いっぱい ヒマ ヒマ

仮想

 
マシンB

仮想

 
マシンC

仮想

 
マシンA

仮想環境における運用管理の課題と要件
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課題②
 

障害発生時の対応が難しい３-４．

物理サーバと仮想マシンが混在しているため、障害発生箇所の特定が難しい

管理者

調査範囲はどこ？
仮想マシンから調査？
それとも物理サーバ？
業務への影響範囲は？

受注管理システムで障害発生！

仮想環境における運用管理の課題と要件

障害対処による他の業務への影響有無と影響範囲がわからない

まずは、

 障害発生箇所の特定と切り分けが重要。
でも、どうやって？

物理サーバ1

仮想
マシンE

仮想
マシンA

物理サーバ2

仮想化ソフトウェア

仮
想
環
境

物
理
環
境

受注管理 出荷管理 在庫管理

障害
業
務
サ
ー
ビ
ス

？
仮想

マシンB
仮想

マシンC
仮想

マシンD
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仮想環境の迅速な障害対応を支援

目的別監視ビュー

仮想環境での統合監視を実現。構成が複雑な仮想環境でも、

障害の発生箇所の特定や業務への影響範囲の確認を迅速に行えます。

３-４．
仮想環境における運用管理の課題と要件

物理サーバ1 物理サーバ2

仮想化ソフトウェア

仮
想
環
境

物
理
環
境

受注管理 出荷管理 在庫管理
業
務
サ
ー
ビ
ス

障害

仮想
マシンE

仮想
マシンA

仮想
マシンB

仮想
マシンC

仮想
マシンD

業務サービス・仮想マシン・

物理サーバの関連を含めて、

障害影響範囲をひと目で把握
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仮想マシンB

仮想マシンC

仮想マシンA

物理サーバ

課題③
 

バックアップによる負荷が高い３-５．

リソース使用率が高く、バックアップ運用を統合できる反面、
バックアップ実行が、他の仮想マシン上の業務にも影響を与えてしまう

仮想環境における運用管理の課題と要件

仮想環境

仮想化による効果仮想化による効果

バックアップ 処理＝高負荷

リソースを高い使用率で利用できる

バックアップ運用を統合できる

仮想マシンB

仮想マシンC

仮想マシンA

バック

 
アップ仮想マシンB

仮想マシンC

仮想マシンA

一方で、

 
こんな課題が

これでは

 他の仮想マシンＡ、Ｃに

 影響が出てしまう

高稼働率をキープ
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※１

VCB: VMware

 

Consolidated Backup

ＶＣＢ

 
とＪＰ１の連携により、バックアップ負荷を低減。

他の仮想マシン上の業務に影響を与えないバックアップ運用を実現できます。

バックアップ負荷を低減する効率的なバックアップ運用

仮
想
環
境

物
理
環
境

バックアップサーバ

仮想化ソフトウェア

バックアップ

ストレージ

バックアップ負荷の低減

他の仮想マシンに負荷をかけずに
バックアップ

リストア

効率的なバックアップ運用

仮想マシンの全体バックアップ
　　　　　　　　　　＋
全体リストア、ファイル単位リストア※1

仮想マシンの全体イメージが

 
ストレージ上に格納される。

３-５．
仮想環境における運用管理の課題と要件

仮想マシンのバックアップでは、

他の仮想マシンに影響を与えてしまう。

バックアップ

仮想マシンB 仮想マシンC仮想マシンA

物理サーバ1 物理サーバ2

NetBackupの

 

GRT (Granular Recovery Technology) 機能により、
仮想マシン全体イメージから個々のファイルを抽出してリストアできます。
（

 

GRTは、Windows Serverの仮想マシンのみ対応

 

）
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コスト削減コスト削減

サーバリソースサーバリソース
の有効活用の有効活用

設置スペース設置スペース//
消費電力の削減消費電力の削減

ＪＰ１が解決します

一方で、

 
こんな課題が

仮想環境の運用管理　まとめ３-６．

複数の仮想マシンでリソースを共有することによる新たな課題

仮想化により、ＩＴ部門が直面している様々な課題を解決

•サーバリソースの有効活用
•運用管理の効率化
•ハードウェアコストの削減
•保守コストの削減
•ソフトウェアコストの削減
•設置スペースの削減／縮小
•ＣＯ２の削減／エネルギー対策　などコスト削減コスト削減

サーバリソースサーバリソース
の有効活用の有効活用

設置スペース設置スペース//
消費電力の削減消費電力の削減

グリーンＩＴグリーンＩＴ
にもにも効果効果
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ＪＰ１

 
Ｖ８.５ 新版

グリーンＩＴへの取り組み

４
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グリーンＩＴへの取り組み４-１．

グリーンＩＴグリーンＩＴ

データセンタ
企業内
サーバルーム

中小企業オフィス

ＪＰ１

 

Ｖ８.５ 新版

データセンタから身近なオフィスに至るまで、

幅広く省電力視点での運用を統制

①データセンタ、企業内サーバ
 　

 
ルームでのグリーンIT対応

②オフィスでのグリーンIT対応
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省電力運用を実現する自動化と電源制御　

※1　環境省　温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル　東京電力利用時の係数

４-２．
①データセンタ、企業内サーバルームでのグリーンＩＴ対応

複数サーバの異なる業務開始/終了時間に合わせて電源ON/OFFを制御でき、

 効率よく省電力運用を自動化できます。

自
動
電
源
投
入

■システム自動運用の１日の流れ（例）

シ
ス
テ
ム
自
動
起
動

バ
ッ
チ
運
用
業
務

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
自
動
終
了

自
動
電
源
切
断 業務サーバ

（エージェント）
業務サーバ

（エージェント）

集中制御
・ジョブ実行指示
・業務サーバの電源OFF指示

２２：００２２：００
電源電源OFFOFF

２０：００２０：００
電源電源OFFOFF

業務サーバ

 

（マネージャー）

電源OFF 電源ON 

ジョブ１ ジョブＮジョブ２

ジョブの終了を

 
待って電源OFF 

ジョブの終了を

 
待って電源OFF 

あらかじめ
設定した
電源OFF時間

あらかじめ
設定した
電源OFF時間

・・・

毎日8:00 毎日17:00 毎日22:00

電源投入 電源切断業務実行

ジョブ1

ジョブ2

ジョブ3

ジョブ7 ジョブN

毎日9:00 毎日17:00 毎日20:00

電源投入 電源切断業務実行

ジョブ1

ジョブ2

ジョブ3

ジョブ4

年間年間

 

約１２約１２..４４ttのの

 ＣＯＣＯ２２削減削減!!

ＣＯ２削減効果

　・消費電力削減：500Wh×20台×10時間×365日＝36,500kWh/年

　・CO2削減　　　：36,500kWh/年×0.000339(CO2排出係数※1）＝約12.4t/年

例）消費電力500Wのサーバ20台を

 
　　夜間22:00～8:00まで(10時間）電源OFFした場合
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ｃ

業務量

少ない少ない

多い多い

昼間

夜間

システム構成の変更

 
（省電力シナリオ）

業務量が少ない夜間は
システムを集約して

 サーバ稼働台数を削減

 

業務量が少ない夜間は
システムを集約して

 サーバ稼働台数を削減

業務量が多い昼間は
システムを分散させて運用

業務量が多い昼間は
システムを分散させて運用

　　　業務量に応じてサーバの台数を調整

 　　　時間帯に応じて不要なサーバの電源をOFFし、システムの構成を変更・集約する

 　　　ことで、システム全体の処理能力を低下させずに、消費電力量を削減できます。

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝAｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝA ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝBｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝB ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝCｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝC

ON ON ON ON ON ON 

OFF OFF ON ON ON ON 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝAｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝA ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝBｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝB

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝCｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝC

省電力運用を実現するサーバ台数の調整
 

　４-２．
①データセンタ、企業内サーバルームでのグリーンＩＴ対応
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（凡例）
　　　　　　　手作業
　　　　　　　自動

AirSenseモニター

※１　AirSenseTM：（株）日立製作所ワイヤレスインフォベンチャーカンパニーが開発・販売している小型無線センサ

 
　　　　　　　　　　　　温湿度、振動、パーティクルなどの環境監視が可能
※２　DBS：Demand Based Switching　Intelプロセッサの周波数・消費電力を制御する機能

データセンタ/マシン室

状況確認状況確認

JP1/IM – RL 
（ルール管理オプション）

JP1/IM – RL 
（ルール管理オプション）

JP1による統合監視（JP1/IM）

イベント通知

モニター起動

熱異常検知
リモート通知

省電力モード切替ルール省電力モード切替ルール

熱異常熱異常

AirSense

 

Ware 
（温度監視サーバ）

AirSense

 

Ware 
（温度監視サーバ）

AirSenseTM 

【１】

【２】

【３-①】

AirSenseTM

 

※１

 

の検知した熱異常/予兆をJP1で統合監視することにより、　　

 迅速な対処（モニタ起動/対処オペレーションの自動実行など）が可能です。

データセンタ/マシン室
管理者への通知

【３-③】

【３-②】
自動対処起動

JP1/IM-RL ：

 

JP1/Integrated Management – Rule Operation

　・DBS ※２による省電力モード

 　　設定（Power Capping）

 　・構成変更による縮退運転　など

　・DBS ※２による省電力モード

 　　設定（Power Capping）
　・構成変更による縮退運転　など

【４】

自動対処実行

【３-②‘】
手動対処起動

温度監視による電源設定制御４-２．
①データセンタ、企業内サーバルームでのグリーンＩＴ対応
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ActionAction
PlanPlan

DoDo
CheckCheck

省電力運用を実現するPCの電源管理の統制

利用者任せにしないPCの電源管理の統制を支援できます。

●省電力対応PCの導入計画立案
　・省電力対応PC導入レポート

　・不稼働PCレポート

●省電力ポリシーの適用
　・PCの省電力設定の徹底

省電力ポリシーに

 
従った設定

●省電力のための統制
　・PCの電源管理運用

電源ON---通常業務---電源OFF 

　8:00　　　　18:00　　　

 

24:00 

PCの電源ON/OFF制御

●省電力対応状況の評価
　・PCの省電力ポリシー適合

 　

 

状況の評価（グリーンレポート）

４-３．
②オフィスでのグリーンＩＴ対応

ＰＤＣＡサイクルにより、ＰＣの省電力運用を継続的に改善できますＰＤＣＡサイクルにより、ＰＣの省電力運用を継続的に改善できます
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ActionAction
PlanPlan

DoDo
CheckCheck

CO2排出51％削減

電源OFF
機能未使用 PC、サーバの電力消費

電源OFF
機能使用

PCの電源管理運用のＣＯ２削減効果

企業規模 本社 PC 100台、工場 PC 50台

対象業務 ソフトウェアやファイルの更新版を配布

評価運用ケース
　　　・通常業務の時間帯は8時から18時。

 　　　・ソフトウェアやファイルの配布作業は深夜（24時）に実施し、
　　　　配布終了後に電源OFF。その後、翌朝8時まで待機状態。

 　　　・本運用を10回/月実施。

※1 本測定はSI-LCA(System Integration-Life Cycle Assessment)という評価手法を用いて算出したものです。

 

　　　ｼｽﾃﾑ・ｿﾌﾄ・ｻｰﾋﾞｽ製品のﾗｲﾌｻｲｸﾙにおける環境負荷を評価する手法です。本手法は「平成17年度　情報通信技術（ICT）の環境効率評価ガイドライン」に準拠しています。

評価モデル

ＣＯ２削減効果

４-３．
②オフィスでのグリーンＩＴ対応

●省電力のための統制
・PCの電源管理運用

電源ON---通常業務---電源OFF 

　8:00　　　　18:00　　　

 

24:00

PCの電源ON/OFF制御

※1
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ＪＰ１の今後の取り組み

５
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ＪＰ１の今後の取り組み

ＪＰ１はお客様のビジネスの発展を
 　　　　　　支援するために進化し続けます

 

ＪＰ１はお客様のビジネスの発展を
 　　　　　　支援するために進化し続けます

次期メジャーバージョン（2009年上期予定）

V8.5 新版（2008年10月～） 次期JP1

革新的なテクノロジーと圧倒的な革新的なテクノロジーと圧倒的な

 ユーザビリティによってビジネスチャンスユーザビリティによってビジネスチャンス

 創生を支援する次世代運用管理基盤創生を支援する次世代運用管理基盤

５．

◆仮想化対応を強化◆仮想化対応を強化
◆グリーンＩＴへの対応と攻めの内部統制支援◆グリーンＩＴへの対応と攻めの内部統制支援
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後に

エスカレータ

Bトラック
会場

スクリーン

現在地

出入口

Aトラック会場
•A-1セッション
•A-2セッション
•A-3セッション

スクリーン スクリーン

出入口 出入口

Cトラック
会場

ＪＰ１展示
コーナー

受
付

ぜひ、ＪＰ１展示コーナーにお立ち寄りください。
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●画面表示をはじめ、製品仕様は、改良のため変更することがあります。　　

本製品を輸出される場合には、外国為替および外国貿易法並びに米国の
輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。
なお、ご不明な場合は、弊社担当営業に お問い合わせください。

●他社商品名、商標等の引用に関する表示

• Java、およびJava に関連するすべての商標およびロゴマークは、米国

 

Sun Microsystems, Inc. の米国およびその他の国に

 

おける商標または登録商標です。
• Microsoftは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
• VERITAS および

 

VERITAS ロゴは、米国Symantec Corporation の登録商標です。
• VERITAS

 

NetBackupは、米国およびその他の国での米国Symantec Corporationの商品名称です。
• VMwareは，VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。
• Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
• Windows Serverは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
• その他記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。
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